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あるとき、前任校で１年生のとき担任もしたバレー部の教え子が尋ねてきま
した。内容は、大学が決まったことの報告でした。彼は、中学時代から何事に
も前向きで努力する子でした。生徒会の副会長をし、学校を引っ張ってくれる
存在でした。彼は筑紫丘高校に進学し、バレーボールと勉強の両立を続けまし
た。しかし、高校３年次の大学受験には失敗してしまいました。そして、彼は
高校卒業後、予備校に通う生活を送ったのです。彼が、予備校を休んだのは、
３６５日のうち３日だけでした（予備校の行事で使えなかったため）。つまり
３６２日間は予備校に通ったのです。しかも、朝８：３０～夜９：３０まで、
正味１２時間、ほぼ毎日勉強し続けたとのことでした。彼は、「こんなにも勉
強だけをした１年間はありませんでした。かなりきつくて挫折しそうになった
こともありますが、予備校で共に通う友人の励まし、そして夜遅く帰ってきた
ときの親からの優しい言葉に支えられました」と話してくれました。将来建築
士になりたいという彼は、見事、九州大学工学部建築学科に合格したのです。
彼は言います。「やっぱり、頑張ると必ずいいことがありますね！それは中学
のときに学びましたが、また改めてそう思いました」努力は人を裏切らない！
彼の言葉からそう感じました。本当に、努力を続けるってきついことです。心
の弱い私はすぐにさぼってしまいます。偉そうなことを子ども達に言いながら
すぐに挫折してしまう自分がいます。でも、こういう話を子どもから聞くと、
私もまた頑張らないといけないと思います。

みなさんよくご存じのイチロー選手、彼はよく「天才」と言われます。です
が、彼は小さいときからプロ野球選手になり活躍することを夢見て、今何をし
なければいけないかを自覚し、それを小学校の頃から実行してきました。小学
校３年生から野球を始めたイチロー選手は、中学校を卒業するまで７年間バッ
ティングセンターに通い続けました。休んだのは、お店の休業日の２日間だけ
だったそうです。また、寮生活をしたイチロー選手について高校でのこんな話
があります。

練習が終わってから夕食をとり入浴。そこから消灯時間の１１時までが唯一
の自由時間だったが、この時間にほとんどの１、２年生は先輩のユニフォーム
や下着を洗濯していた。だけど、イチローは違った。その時間にもテニスコー
トで素振りをしたり、陸上トラックに出てランニングをして自分を鍛えた。結
局、みんなが寝ている間に洗濯をするために、午前３時起きを自分で決める。
３時から５時まで洗濯をして、５時から朝食の準備をするために米をとぎ、味
噌汁を作った。丸２年間、この生活を続けた。当時、寮には幽霊が出ると噂さ
れたが、それは夜中にこっそり練習するイチロー選手の姿だった。「自分では
それが普通だったんです。練習できないよりは精神的にずっと楽でしたから」
という言葉から練習することが体に染みついていた様子がわかります。イチロ
ー選手の才能をうらやましがる人が多いです。しかし、イチロー選手がずば抜
けた才能をもった天才なら、こんなに努力しなくても一流選手になれたはずで
す。発明王エジソンも「天才とは９９％の努力と１％のインスピレーションか
らなる」という言葉を残しています。イチロー選手が天才なのだとしたら、そ
れは人並みはずれた「努力の天才」ということになるでしょう。

エジソンは、白熱電球に使うフィラメントを３０００種類調べましたがうま
くいきませんでした。それでも諦めず、周りの人に「まだ、２５００種類以上
は試すことができる！」と言ったそうです。結局６０００種類ものフィラメン
トを試し、完成させました。

ゴッホは、１０年間で２０００点以上の作品を残しました。ゴッホの腕は、
相当な筋肉質の腕だったと言われています。

浅田真央は、小さいときから「天才少女」と呼ばれました。ですが、誰より
も早くスケートリンクに行き、誰よりも練習していたそうです。

「天才」と呼ばれる人達は皆、人並みはずれた「努力」をしています。だか
ら「努力の天才」だと思うのです。私達の目の前にいる子ども達にも、無限の
可能性があります。「どうせ、僕なんか･･･」「私には才能がないから」と夢を
諦める子どもではなく、「私にはできる！必ずできる！」と努力をする子ども
達を育てていきたいと思います。今年度、４０周年を迎えた大利中･･･。子ど
も達が、さらに生き生きと伸びていく学校になるように、私も子ども達と共に
伸びていく教師でありたいと思います･･･


